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１．研究計画の概要 
本研究は従来自然論、風景論、環境美学、都
市の美学として研究されてきた考えかたに
共通する原理的な問題点、つまりそもそもそ
れらがあらかじめ前提している「自然」「風
景」「環境」といったコンセプトのあいまい
さを認識した上で、あらたなコンセプトを構
築し、それにもとづいて自然、風景、環境、
都市といった「生活場所（ビオトープ）」に
おいて日々営まれるさまざまな美的実践を
記述・分析することをめざす。 
 
２．研究の進捗状況 
20人の研究分担者の課題を（1）基本的コン
セプトの原理的検証、（2）風景、庭園、森林、
都市問って特定の自然環境にかかわる美的
ふるまいの分析、（3）歴史的時間と場所のか
かわりを、その場所に付着するパトスや記憶
を問い、またそこを散歩しあるいは旅する行
為の意味を問うことであきらかにする、（4）
現代の音楽やアートにおける美的経験と環
境の関係の解明、（5）劇場や撮影現場という
芸術行為が発生する場に特有の美的共同体
の構造分析、（6）日本における生活場所似根
ざす美的なふるまいの分析、の 6点に振り分
けた。毎年数回ひらかれる全体会議以外にも、
海外の研究者もふくめたゲストスピーカー
をほぼ毎年招請し、かれらの講演と討議をつ
うじてあらたな方向性や可能性を探った。一
方で、研究成果を国内の学会はもとより、海
外で行われる国際会議の場でも発表するこ
とで、国内外に研究成果を発信することにつ
とめた。すでにこの 3年間で、自然概念の再
検討、親密芸術と公共芸術、フンボルトの自
然描写、観光美学、日本的芸術観と日常性の

美学、ピクチャレスク・ツアー、映像メディ
アと都市イメージの変容、サウンドアートと
環境連鎖、デザインワールド、掃除ポイエー
シス、地方色、人工地盤、場所論、歌舞伎に
おける美的共同体、公園の美学といったきわ
めて多彩なテーマについての個別研究の成
果を得ている。 
 
３．現在までの達成度 
①当初の計画以上に進展している 
本研究があつかうのは、日常生活実践におけ
る美的ふるまいや文化の現象や領域であり、
これは従来芸術を中心にした美学や芸術学
からすれば周辺的なものであった。そのため
記述・分析や理論化のための道具立てが十分
にはなく、研究者みずからが手探りで構築す
るほかはなかった。また多様な領域を包摂す
るためにややもすればテーマが拡散するの
ではないかと懸念もされた。しかし個々のテ
ーマを具体的に論じていくなかで、当初考え
られていたよりもはるかにこの未開拓の領
域がゆたかな土壌であることがあきらかに
なった。また本研究が追求しているテーマは、
「感性論」や「日常生活の美学」「プラグマ
ティズムの美学」と行った海外でのあたらし
い傾向とも共鳴していることが、より明確に
なり、この点からも予期以上の成果をあげつ
つあると考える。 
 
４．今後の研究の推進方策 
残り一年であるが、今年もあらたに、森林の
美学、映画撮影現場の美的共同体、庭園、自
然と人間、サウンドスケープといったテーマ
について討議を行う。また外国の研究者の講
演も予定している。また近年ブームになって
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いる人工は依拠など、あたらしい美的文化に
ついて、実地の調査を行う予定である。年度
末には研究成果報告書を作成するが、論文集
を発刊することも考えている。 
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